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【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 】 　 燃 焼 部 の 下 流 側 に 設 け た 缶 体 と 、 前 記 缶 体 を 貫 通 し た 、 上 流 側 の 凹 形 状
の 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 丸 形 状 の 複 数 本 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、 前 記 各 第 １ 伝 熱 管 を
一 本 の 第 １ 通 路 に な る よ う に 接 合 す る 凹 形 状 の 第 1接 合 管 と 、 前 記 各 第 ２ 伝 熱 管 を 一 本 の
第 ２ 通 路 に な る よ う に 接 合 す る 丸 形 状 の 第 ２ 接 合 管 と 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 の 端 部 を 前 記 第 ２
伝 熱 管 の 端 部 よ り 前 記 缶 体 に 対 し て 外 側 に 位 置 し た １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 体 の 対 面 す る ２ 面 に 開 口 し た 貫 通 口 と 、 前 記 貫 通 口 に 貫 通 し た 、 上 流
側 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、 前 記 貫 通 口 近 傍 の 前 記 缶 体 の 壁 面 に 設 け た 凹
部 と を 備 え た １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 体 を 貫 通 し た 、 上 流 側 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、 前 記
缶 体 の 角 部 に 設 け た 外 側 に 突 出 し た 凸 部 と を 備 え た １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 給 湯 と 暖 房 、 ま た は 給 湯 と 風 呂 に 用 い ら れ る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 、 こ の 種 の １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 は 特 開 平 ９ － ２ ９ ２ １ ６ １ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い
る よ う な も の が 一 般 的 で あ っ た 。 こ の 装 置 は 図 ９ と 図 １ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 缶 体 １ は
板 金 材 を 折 り 曲 げ て 角 筒 形 状 に 形 成 し た も の で 、 缶 体 １ の 上 流 側 に は 燃 焼 部 ２ が 設 け ら れ
て い る 。 第 １ 導 入 管 ３ と 第 ２ 導 入 管 ４ は 缶 体 １ の 下 部 外 壁 に 巻 回 さ れ て い る 。 上 流 側 に 位
置 す る Ｕ 字 形 状 に 形 成 し た 第 １ 伝 熱 管 ５ と 下 流 側 に 位 置 す る Ｕ 字 形 状 に 形 成 し た 第 ２ 伝 熱
管 ６ は 缶 体 １ の 同 一 壁 面 を 貫 通 溶 着 固 定 し た も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 第 １ 伝 熱 管 ５ に は 第 １ 導 入 管 ３ が 接 合 さ れ 、 第 ２ 伝 熱 管 ６ に は 第 ２ 導 入 管 ４ が

１

２ 缶

請 求 項 １ に 記 載 の
３ 缶

請 求 項 １ に 記 載 の



接 合 さ れ て い る 。 受 熱 フ ィ ン ７ は 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱 管 ６ に 貫 通 溶 着 固 定 し た も の で
あ る 。 第 １ 接 合 管 ８ は 一 本 の 第 １ 通 路 ９ を 構 成 す る よ う に 各 第 １ 伝 熱 管 ５ を 溶 着 固 定 し 、
連 通 し 、 ま た 、 第 ２ 接 合 管 １ ０ は 一 本 の 第 ２ 通 路 １ １ を 構 成 す る よ う に 各 第 ２ 伝 熱 管 ６ を
溶 着 固 定 し 、 連 通 し て い る 。 第 １ 副 接 合 管 １ ２ は 上 流 段 （ 燃 焼 部 ２ に 近 い 段 ） の 第 １ 伝 熱
管 ５ と 下 流 段 の 第 １ 伝 熱 管 ５ と を 溶 着 固 定 し 、 連 通 し 、 ま た 、 第 ２ 副 接 合 管 １ ３ は 上 流 段
の 第 ２ 伝 熱 管 ６ と 下 流 段 の 第 ２ 伝 熱 管 ６ を 溶 着 固 定 し 、 連 通 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 第 １ 単 独 運 転 に つ い 明 す る 。 第 １ 導 入 管 ３ か ら 第 １ 伝 熱 管 ５ に 通 水 さ れ た 場
合 、 燃 焼 部 ２ が 燃 焼 を 開 始 す る 。 そ し て 、 燃 焼 熱 が 受 熱 フ ィ ン ７ か ら 第 １ 伝 熱 管 ５ に 伝 わ
り 、 第 １ 温 水 が 下 流 段 の 第 １ 伝 熱 管 ５ か ら 出 湯 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 、 第 ２ 単 独 運 転 に つ い 明 す る 。 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） に よ り 第 ２ 導 入 管 ４ か ら 第
２ 伝 熱 管 ６ に 通 水 さ れ た 場 合 、 第 １ 単 独 運 転 と 同 様 に 燃 焼 部 ２ が 燃 焼 を 開 始 す る 。 そ し て
、 燃 焼 熱 が 受 熱 フ ィ ン ７ か ら 第 ２ 伝 熱 管 ６ に 伝 わ り 、 第 ２ 温 水 が 下 流 段 の 第 ２ 伝 熱 管 ６ か
ら 出 湯 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 続 い て 、 第 １ ・ 第 ２ 同 時 運 転 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 導 入 管 ３ か ら 第 １ 伝 熱 管 ５ に 通 水
さ れ 、 か つ 第 ２ 導 入 管 ４ か ら 第 ２ 伝 熱 管 ６ に 通 水 さ れ た 場 合 、 第 １ 単 独 運 転 と 同 様 に 燃 焼
部 ２ が 第 １ 温 水 を 要 求 温 度 に な る よ う に 燃 焼 を 開 始 し 制 御 す る （ 第 １ 優 先 制 御 ） 。 そ し て
、 な り ゆ き で は あ る が 、 温 度 上 昇 し た 第 ２ 温 水 （ 約 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ ） が 熱 端 末 へ 循 環 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 従 来 の 前 記 す る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 で は 、 曲 げ て 形 成 さ れ た 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱
管 ６ の Ｕ 字 部 側 の 熱 容 量 は 別 部 品 で 溶 着 固 定 す る 第 １ 接 合 管 ８ と 第 ２ 接 合 管 １ ０ の 熱 容 量
と 異 な る の で 、 炉 中 に よ る 溶 着 固 定 の 際 の 燃 焼 部 ２ を 除 く と １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 温 度
分 布 が 大 き く な り 溶 着 固 定 不 良 が 発 生 し や す い （ 特 に 受 熱 フ ィ ン ７ の 溶 着 固 定 不 良 が 発 生
し や す い ） と い う 課 題 を 有 し て い た 。 ま た 、 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 １ 接 合 管 ８ 及 び と 第 ２ 伝 熱
管 ６ と 第 ２ 接 合 管 １ ０ の 溶 着 材 （ 例 え ば 銅 ロ ー 材 ） が 飛 び 散 り 、 こ の 溶 着 材 が 第 １ 導 入 管
３ や 第 ２ 導 入 管 ４ を 缶 体 １ に 局 所 的 に 溶 着 す る 結 果 、 こ の 局 所 溶 着 に よ り 発 生 し た 歪 み が
缶 体 １ に 割 れ を 発 生 す る と い う と い う 課 題 を 有 し て い た 。 さ ら に 、 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 １ 接
合 管 ８ お よ び と 第 ２ 伝 熱 管 ６ と 第 ２ 接 合 管 １ ０ の 溶 着 不 良 に よ り 、 第 １ 通 路 ９ と 第 ２ 通 路
１ １ が 溶 着 材 内 に 形 成 さ れ た ト ン ネ ル を 介 し て 連 通 す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 第 １ 単 独 運 転 を 要 求 さ れ た 場 合 の 熱 収 支 を 説 明 す る 。 第 １ に 、 第 １ 伝 熱 管 ５ は 燃
焼 部 ２ の 燃 焼 熱 を 第 １ 伝 熱 管 ５ の 表 面 と 受 熱 フ ィ ン ７ か ら 受 熱 す る 。 第 ２ に 、 第 ２ 伝 熱 管
６ は 残 り の 燃 焼 熱 を 主 に 受 熱 フ ィ ン ７ か ら 受 熱 す る 。 特 に 、 停 止 し て い る 第 ２ 伝 熱 管 ６ の
残 留 水 は 熱 伝 達 率 が 非 常 に 小 さ い の で 、 第 １ 伝 熱 管 ５ の 受 熱 量 は 第 ２ 伝 熱 管 ６ の 受 熱 量 に
比 べ て 非 常 に 大 き い 。 第 ３ に 、 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱 管 ６ と の 接 合 部 を 介 し た 熱 伝 導 が
あ る 。 こ の 熱 収 支 の 結 果 、 第 １ 伝 熱 管 ５ は 第 ２ 伝 熱 管 ６ に 比 べ て 著 し く 熱 膨 張 す る の で 、
第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱 管 ６ の 中 央 部 が 燃 焼 部 ２ 側 に 突 出 し て 曲 が ろ う と す る 。 し か し 、
受 熱 フ ィ ン ７ が 変 形 を 抑 制 す る の で 、 反 作 用 に よ り 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱 管 ６ が 缶 体 １
を 燃 焼 部 ２ へ 向 か っ て 押 し 付 け る 熱 応 力 が 発 生 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 第 １ 単 独 運 転 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 １ に 繰 り 返 し 応 力 が 集 中 し て 働 き
、 第 １ 伝 熱 管 ５ の 近 傍 で 、 か つ 燃 焼 部 ２ 側 の 缶 体 １ に 割 れ が 発 生 す る と い う と い う 課 題 を
有 し て い た 。 ま た 、 先 に 述 べ た よ う に 第 １ 伝 熱 管 ５ 、 第 ２ 伝 熱 管 ６ の Ｕ 字 部 の 熱 容 量 は 第
１ 接 合 管 ８ と 第 ２ 接 合 管 １ ０ の 熱 容 量 と 異 な る の で 、 第 １ 伝 熱 管 ５ お よ び 第 ２ 伝 熱 管 ６ の
両 端 付 近 の 熱 膨 張 が 異 な る 。 そ し て 、 第 １ 伝 熱 管 ５ と 第 ２ 伝 熱 管 ６ が 缶 体 １ を 燃 焼 部 ２ へ
向 か っ て 押 し 付 け る 熱 応 力 が 左 右 側 面 に 対 し て 不 均 一 に 発 生 す る の で 、 缶 体 １ や 第 １ 伝 熱
管 ５ 、 第 ２ 伝 熱 管 ６ に 割 れ が 発 生 し や す い と い う と い う 課 題 を 有 し て い た 。 さ ら に 、 缶 体
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１ の 角 部 と 第 １ 伝 熱 管 ５ 、 第 ２ 伝 熱 管 ６ と の 間 隔 が ３ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 と 小 さ い 場 合 、 こ の
間 隔 の 剛 性 が 強 く 、 変 形 し に く い の で 、 間 隙 に 割 れ が 発 生 す る と い う と い う 課 題 を 有 し て
い た 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 方 、 一 般 に は 、 第 ２ 単 独 運 転 は 風 呂 や 暖 房 な ど で あ り 、 燃 焼 部 ２ の 燃 焼 量 が 小 さ い の
で 、 第 ２ 単 独 運 転 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 １ に 繰 り 返 し 応 力 が 小 さ く 缶 体 １ に 割 れ
へ の 影 響 は 比 較 的 少 な い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 前 記 す る こ れ ら の 課 題 を 解 決 し て 、 缶 体 に 割 れ が 発 生 せ ず 、 組 立 と 炉
中 ロ ー 付 け が 簡 単 に 出 来 る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に

も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 本 発 明 に よ れ ば 、

　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 は 各 請 求 項 に 記 載 す る 形 態 で 実 施 で き る も の で あ り 、 請 求 項 １ 記 載 の よ う に

も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、

　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 記 載 の よ う に 缶 体 の 対 面 す る ２ 面 に 開 口 し た 貫 通 口 と 、 貫 通 口 に 貫 通 し
た 、 上 流 側 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、 貫 通 口 近 傍 の 前 記 缶 体 の 壁 面 に 設 け
た 凹 部 と を 有 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ 単 独 運 転 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 に 、 特 に 凹 部 に 繰 り 返 し 応 力 が 集
中 し て 働 き 、 凹 部 は 容 易 に 弾 性 変 形 す る の で 、 第 １ 伝 熱 管 の 近 傍 で 、 か つ 燃 焼 部 側 の 缶 体
に 生 じ る 割 れ 防 止 が 図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 記 載 の よ う に 缶 体 を 貫 通 し た 、 上 流 側 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 第 ２ 伝
熱 管 と 、 缶 体 の 角 部 に 設 け た 外 側 に 突 出 し た 凸 部 と を 有 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 第 １ 単 独 運 転 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 に 、 特 に 角 部 に 設 け た 外 側 に 突 出
し た 凸 部 に 繰 り 返 し 応 力 が 集 中 し て 働 く が 、 凸 部 は 容 易 に 弾 性 変 形 す る の で 、 缶 体 の 角 部

(3) JP 2000-213814 A5 2006.2.23

燃 焼 部 の 下 流 側 に 設 け た 缶 体 と 、 前 記 缶 体 を 貫 通 し
た 、 上 流 側 の 凹 形 状 の 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 及 び 下 流 側 の 丸 形 状 の 複 数 本 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、
前 記 各 第 １ 伝 熱 管 を 一 本 の 第 １ 通 路 に な る よ う に 接 合 す る 凹 形 状 の 第 1接 合 管 と 、 前 記 各
第 ２ 伝 熱 管 を 一 本 の 第 ２ 通 路 に な る よ う に 接 合 す る 丸 形 状 の 第 ２ 接 合 管 と 、 前 記 第 １ 伝 熱
管 の 端 部 を 前 記 第 ２ 伝 熱 管 の 端 部 よ り 前 記 缶 体 に 対 し て 外 側 に 位 置 し た

第 ２ 伝 熱 管 と 第 ２ 接 合 管 の 溶 着 材 は 第 １ 接 合 管 の 凹 部 に 沿 っ て 外
側 に 流 れ る の で 、 そ の 後 例 え 溶 着 材 が 飛 び 散 っ て も 、 こ の 溶 着 材 が 第 １ 導 入 管 ３ や 第 ２ 導
入 管 ４ を 缶 体 １ に 局 所 的 に 溶 着 し な い 。 さ ら に 、 第 １ 伝 熱 管 の 端 部 と 第 ２ 伝 熱 管 の 端 部 が
離 れ て い る の で 、 溶 着 不 良 で も 第 １ 通 路 と 第 ２ 通 路 は 短 絡 し な い 。

燃 焼
部 の 下 流 側 に 設 け た 缶 体 と 、 前 記 缶 体 を 貫 通 し た 、 上 流 側 の 凹 形 状 の 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管
及 び 下 流 側 の 丸 形 状 の 複 数 本 の 第 ２ 伝 熱 管 と 、 前 記 各 第 １ 伝 熱 管 を 一 本 の 第 １ 通 路 に な る
よ う に 接 合 す る 凹 形 状 の 第 1接 合 管 と 、 前 記 各 第 ２ 伝 熱 管 を 一 本 の 第 ２ 通 路 に な る よ う に
接 合 す る 丸 形 状 の 第 ２ 接 合 管 と 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 の 端 部 を 前 記 第 ２ 伝 熱 管 の 端 部 よ り 前 記
缶 体 に 対 し て 外 側 に 位 置 し た

炉 中 に よ る 溶 着 固 定 の 際 、 第 ２ 伝 熱 管 と 第 ２ 接 合 管 の 溶 着 材 の 一 部 は 第 １ 接 合
管 の 凹 部 に 沿 っ て 外 側 に 流 れ る の で 、 そ の 後 例 え 溶 着 材 が 第 １ 接 合 管 の 端 で 飛 び 散 っ て も
、 こ の 溶 着 材 が 第 １ 導 入 管 ３ や 第 ２ 導 入 管 ４ を 缶 体 １ に 局 所 的 に 溶 着 し な い 。 こ の 結 果 、
局 所 溶 着 に よ る 缶 体 に 割 れ 防 止 が 図 れ る 。 さ ら に 、 第 １ 伝 熱 管 の 端 部 と 第 ２ 伝 熱 管 の 端 部
が 離 れ て い る の で 、 溶 着 不 良 に よ り 第 １ 通 路 と 第 ２ 通 路 の 短 絡 防 止 が 図 れ る 。

２

３



と 第 １ 伝 熱 管 、 第 ２ 伝 熱 管 と の 間 隙 に 生 じ る 割 れ 防 止 が 図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 図 で あ る 。 図 ２ は 同 装 置
の 側 面 図 で あ る 。 図 ３ は 同 装 置 の 平 面 図 で あ る 。 図 に お い て 、 １ ４ は 板 金 材 を 折 り 曲 げ て
角 筒 形 状 に 形 成 し た 缶 体 で あ り 、 缶 体 １ ４ の 上 流 側 に は 燃 焼 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 １ ６ 、 １ ７ は 第 １ 導 入 管 と 第 ２ 導 入 管 で あ り 、 缶 体 １ ４ の 下 部 外 壁 に 巻 回 さ れ て い る
。 １ ８ 、 １ ９ は 上 流 側 に 位 置 す る 断 面 が 凹 形 状 で 、 か つ 直 管 形 状 の 第 １ 伝 熱 管 と 下 流 側 に
位 置 す る 断 面 が 丸 形 状 で 、 か つ 直 管 形 状 の 第 ２ 伝 熱 管 で あ り 、 缶 体 １ ４ の 壁 面 を 複 数 段 に
貫 通 し た も の で あ る 。 そ し て 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ に は 第 １ 導 入 管 １ ７ が 接 合 さ れ 、 第 ２ 伝 熱
管 １ ９ に は 第 ２ 導 入 管 １ ６ が 接 合 さ れ て い る 。 ２ ０ は 受 熱 フ ィ ン で あ り 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８
と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ と に 貫 通 し た も の で あ る 。 ２ １ は 第 １ 接 合 管 で あ り 、 一 本 の 第 １ 通 路 ２
２ を 構 成 す る よ う に 各 第 １ 伝 熱 管 １ ８ を 連 通 し て い る 。 ２ ３ は 第 ２ 接 合 管 で あ り 、 一 本 の
第 ２ 通 路 ２ ４ を 構 成 す る よ う に 各 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ を 連 通 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 第 １ 接 合 管 ２ １ と 第 ２ 接 合 管 ２ ３ と が 重 な ら な い よ う に 配 管 さ れ て い る 。 ま た 、
２ ５ は 第 １ 副 接 合 管 で あ り 、 上 流 段 （ 燃 焼 部 １ ５ に 近 い 段 ） の 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 下 流 段 の
第 １ 伝 熱 管 １ ８ と を 溶 着 固 定 し 、 連 通 し て い る 。 ２ ６ は 第 ２ 副 接 合 管 で あ り 、 上 流 段 の 第
２ 伝 熱 管 １ ９ と 下 流 段 の 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ と を 溶 着 固 定 し 、 連 通 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 炉 中 に よ る 溶 着 固 定 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ の 両 端
部 に は そ れ ぞ れ 第 １ 接 合 管 ２ １ と 第 ２ 接 合 管 ２ ３ が 接 合 さ れ て い る の で 、 熱 容 量 が 左 右 側
面 に 対 し て 対 称 に な る 。 し た が っ て 、 炉 中 に よ る 加 熱 の 際 の 燃 焼 部 １ ５ を 除 く １ 缶 ２ 回 路
熱 源 装 置 の 温 度 分 布 が 小 さ い の で 、 ロ ー 材 な ど の 溶 着 材 が 同 時 に 融 け て １ 缶 ２ 回 路 熱 源 装
置 の 溶 着 固 定 が 安 定 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 第 １ 単 独 運 転 を 要 求 さ れ た 場 合 の 熱 収 支 を 説 明 す る 。 カ ラ ン な ど が 開 き 、 第 １ 通
路 ２ ２ に 通 水 さ れ た 場 合 、 燃 焼 部 １ ５ が 燃 焼 を 開 始 す る 。 第 １ に 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ は 燃 焼
部 １ ５ の 燃 焼 熱 を 第 １ 伝 熱 管 １ ８ の 表 面 と 受 熱 フ ィ ン ２ ０ か ら 受 熱 す る 。 第 ２ に 、 第 ２ 伝
熱 管 １ ９ は 残 り の 燃 焼 熱 を 主 に 受 熱 フ ィ ン ２ ０ か ら 受 熱 す る 。 特 に 、 停 止 し て い る 第 ２ 伝
熱 管 １ ９ の 残 留 水 は 熱 伝 達 率 が 非 常 に 小 さ く の で 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ の 受 熱 量 は 第 ２ 伝 熱 管
１ ９ の 受 熱 量 に 比 べ て 非 常 に 大 き い 。 第 ３ に 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ と の 接 合
部 を 介 し た 熱 伝 導 が あ る 。 特 に 、 第 １ 伝 熱 管 １ 凹 形 状 に 形 成 し て い る の で 、 第 １ 伝 熱
管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ の 接 合 面 積 が 非 常 に 大 き い 。 し た が っ て 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２
伝 熱 管 １ ９ の 熱 移 動 が 大 き く な り 、 第 １ 単 独 運 転 時 に お け る 残 溜 水 の 沸 騰 が 防 止 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 熱 収 支 の 結 果 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ は 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ に 比 べ て 著 し く 熱 膨 張 す る の で 、
第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ の 中 央 部 が 燃 焼 部 １ ５ 側 に 突 出 し て 曲 が ろ う と す る 。 し
か し 、 受 熱 フ ィ ン ２ ０ が 変 形 を 抑 制 す る の で 、 反 作 用 に よ り 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管
１ ９ が 缶 体 １ ４ を 燃 焼 部 １ ５ へ 向 か っ て 押 し 付 け る 。 そ の 際 、 熱 容 量 が 左 右 側 面 に 対 し て
対 称 な の で 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ お よ び 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ の 両 端 付 近 の 熱 膨 張 が 等 し く な る 。 こ
の 結 果 、 第 １ 伝 熱 管 １ ８ と 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ が 缶 体 １ ４ を 燃 焼 部 １ ５ へ 向 か っ て 押 し 付 け る
熱 応 力 が ２ 分 さ れ る の で 、 缶 体 １ ４ や 第 １ 伝 熱 管 １ ８ 、 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ の 割 れ 抑 制 が 図 れ
る 。 な お 、 第 ２ 単 独 運 転 や 同 時 運 転 で も 効 果 は 同 じ で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
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図 ５ は 同 装 置 の 平 面 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。 実 施 例 １ と 異 な る 点 は 凹 形 状 の 第 １ 伝 熱 管 ２
７ の 端 部 を 丸 形 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ２ ８ の 端 部 よ り 缶 体 ２ ９ に 対 し て 外 側 に 位 置 し た こ と で あ
る 。 な お 実 施 例 １ と 同 一 符 号 の も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 炉 中 に よ る 溶 着 固 定 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 伝 熱 管 ２ ８ と 第 ２ 接 合 管 ２ ３ の 溶 着
材 は 第 １ 接 合 管 ２ １ の 凹 部 に 沿 っ て 外 側 に 流 れ る の で 、 そ の 後 例 え 溶 着 材 が 飛 び 散 っ て も
、 こ の 溶 着 材 が 第 １ 導 入 管 １ ６ や 第 ２ 導 入 管 １ ７ を 缶 体 ２ ９ に 溶 着 で き な い 。 こ の 結 果 、
局 所 溶 着 に よ る 缶 体 に 割 れ 防 止 が 図 れ る 。 さ ら に 、 第 １ 伝 熱 管 ２ ７ の 端 部 と 第 ２ 伝 熱 管 ２
８ の 端 部 が 離 れ て い る の で 、 溶 着 不 良 に よ り る 第 １ 通 路 ２ ２ と 第 ２ 通 路 ２ ４ の 短 絡 防 止 が
図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 平 面 断 面 図 で あ る 。 実 施 例 １
と 異 な る 点 は 缶 体 ３ ０ の 対 面 す る ２ 面 に 開 口 し た 貫 通 口 ３ １ と 、 同 一 面 の 貫 通 口 ３ １ Ａ か
ら 貫 通 し た 上 流 側 の Ｕ 字 形 状 に 形 成 し た 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ と 、 他 面 の 貫 通 口 ３ １ Ｂ か ら 貫 通
し た 下 流 側 の Ｕ 字 形 状 に 形 成 し た 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ と 、 で あ る 。 な お 実 施 例 １ と 同 一 符 号 の
も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 炉 中 に よ る 溶 着 固 定 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ の Ｕ 字 部 と 第 ２ 接 合 管 ２
３ は 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ の Ｕ 字 部 と 第 １ 接 合 管 ２ １ の 反 対 側 に あ る の で 、 熱 容 量 が 左 右 側 面 に
対 し て 対 称 に な る 。 し た が っ て 、 炉 中 に よ る 加 熱 の 際 の 燃 焼 部 １ ５ を 除 く １ 缶 ２ 回 路 熱 源
装 置 の 温 度 分 布 が 小 さ い の で 、 ロ ー 材 な ど の 溶 着 材 が 同 時 に 融 け て １ 缶 ２ 回 路 熱 源 装 置 の
溶 着 固 定 が 安 定 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ の Ｕ 字 部 と 第 １ 接 合 管 ２ １ の 接 合 部 は 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ の Ｕ 字 部 と
第 ２ 接 合 管 ２ ３ の 接 合 部 の 反 対 側 に あ る の で 、 溶 着 不 良 が あ っ て も 第 １ 通 路 ２ ２ と 第 ２ 通
路 ２ ４ の 短 絡 防 止 が 確 実 に 図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 第 １ 、 ２ 単 独 運 転 や 同 時 運 転 を 要 求 さ れ た 場 合 で も 、 熱 容 量 が 左 右 側 面 に 対 し て
対 称 な の で 、 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ お よ び 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ の Ｕ 字 部 や 端 部 の 熱 膨 張 が 等 し く な る
。 こ の 結 果 、 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ と 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ が 缶 体 ３ ０ を 燃 焼 部 １ ５ へ 向 か っ て 押 し 付
け る 熱 応 力 が ２ 分 さ れ る の で 、 缶 体 ３ ０ や 第 １ 伝 熱 管 ３ ２ 、 第 ２ 伝 熱 管 ３ ３ の 割 れ 抑 制 が
図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
実 施 例 ２ と 異 な る 点 は 、 貫 通 口 ３ ４ 近 傍 の 缶 体 ３ ５ の 壁 面 に 凹 部 ３ ６ を 設 け た こ と で あ る
。 な お 実 施 例 ２ と 同 一 符 号 の も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 ３ ５ に 繰 り 返 し 熱 応 力 が 集
中 し て 働 く 。 繰 り 返 し 熱 応 力 は 凹 部 ３ ６ が 容 易 に 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 熱 応 力 が 緩 和
さ れ る の で 、 第 １ 伝 熱 管 ２ ７ の 近 傍 で 、 か つ 燃 焼 部 １ ５ 側 の 缶 体 ３ ５ に 生 じ る 割 れ 防 止 が
図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 凹 部 ３ ６ で な く 、 凸 部 形 状 で も よ く 、 要 は 弾 性 変 形 で き る 形 状 で あ れ ば 同 じ 効 果
が 得 ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 図 ８ は 本 発 明 に お い て 実 施 例 ５ の １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 平 面 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
実 施 例 １ と 異 な る 点 は 、 缶 体 ３ ７ の 四 角 部 の 外 側 に 突 出 し た 凸 部 ３ ８ を 設 け た こ と で あ る
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。 な お 実 施 例 １ と 同 一 符 号 の も の は 同 一 構 造 を 有 し 、 説 明 は 省 略 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 第 １ 単 独 運 転 の 開 始 停 止 サ イ ク ル に よ り 缶 体 ３ ７ に 繰 り 返 し 熱 応 力 が 集 中 し て 働
く 。 繰 り 返 し 熱 応 力 は 凸 部 ３ ８ が 容 易 に 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 熱 応 力 が 緩 和 さ れ る の
で 、 缶 体 ３ ７ の 角 部 と 第 １ 伝 熱 管 １ ８ 、 第 ２ 伝 熱 管 １ ９ と の 間 隔 に 生 じ る 割 れ 防 止 が 図 れ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 凸 部 ３ ８ で な く 、 凹 部 形 状 で も よ く 、 要 は 弾 性 変 形 で き る 形 状 で あ れ ば 同 じ 効 果
が 得 ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 有 利 な 効 果 を 有 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ） 第 １ 伝 熱 管 の 端 部 を 第 ２ 伝 熱 管 の 端 部 よ り 外 側 に 位 置 し た の で 、 局 所 溶 着 に よ る
缶 体 の 割 れ 防 止 が 確 実 に 図 れ る 。 ま た 、 第 １ 伝 熱 管 端 部 及 び 第 ２ 伝 熱 管 端 部 の 溶 着 不 良 に
よ る 第 １ 通 路 と 第 ２ 通 路 の 短 絡 防 止 が 図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ） 凹 部 を 貫 通 口 近 傍 の 缶 体 の 壁 面 に 設 け た の で 、 第 １ 伝 熱 管 の 近 傍 で 、 か つ 燃 焼 部
側 の 缶 体 に 生 じ る 割 れ 防 止 が 図 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ） 凸 部 を 缶 体 の 角 部 に 設 け た 外 側 に 突 出 し た の で 、 缶 体 の 角 部 と 第 １ 伝 熱 管 、 第 ２
伝 熱 管 と の 間 隙 に 生 じ る 割 れ 防 止 が 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 図
　 【 図 ２ 】
　 同 装 置 の 側 面 図
　 【 図 ３ 】
　 同 装 置 の 平 面 断 面 図
　 【 図 ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 拡 大 部 分 断 面 図
　 【 図 ５ 】
　 同 装 置 の 平 面 拡 大 部 分 断 面 図
　 【 図 ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 平 面 断 面 図
　 【 図 ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 正 面 拡 大 部 分 断 面 図
　 【 図 ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る １ 缶 ２ 回 路 式 熱 源 装 置 の 平 面 拡 大 部 分 断 面 図
　 【 図 ９ 】
　 従 来 の 燃 焼 装 置 の 正 面 図
　 【 図 １ ０ 】
　 同 装 置 の 側 面 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ ４ 、 ２ ９ 、 ３ ０ 、 ３ ５ 、 ３ ７ 　 缶 体
　 １ ５ 　 燃 焼 部
　 １ ８ 、 ２ ７ 、 ３ ２ 　 第 １ 伝 熱 管
　 １ ９ 、 ２ ８ 、 ３ ３ 　 第 ２ 伝 熱 管
　 ２ １ 　 第 １ 接 合 管
　 ２ ２ 　 第 １ 通 路
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　 ２ ３ 　 第 ２ 接 合 管
　 ２ ４ 　 第 ２ 通 路
　 ３ １ 、 ３ ４ 　 貫 通 口
　 ３ ６ 　 凹 部
　 ３ ８ 　 凸 部
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